
特
集

11エレクトロニクス実装学会誌　Vol. 20 No. 1 (2017)

1. まえがき

　今日，われわれの周りを見渡すと，スマートフォン，タ
ブレット PC（パソコン）など至る所にさまざまな電気・電
子機器が使用されている。それら機器は，高速・高周波
数，低電圧・省電力，小型（高密度実装）化され，また有
線・無線で接続されるさまざまな回路が混載されている。
そのため，「他（の機器，回路など）に影響（ノイズ，妨害
など）を与えない」かつ「他から影響を受けない」という
EMC (Electromagnetic Compatibility)性能がこれまで以上に
求められる。電磁特性技術委員会では，このような回路実
装における，不要電磁エネルギの発生，回路間・機器間相
互の電磁干渉 (EMI: Electromagnetic Interference)などの問題
について，電磁気的特性をしっかり捉えたアプローチによ
り，より高い EMC性能を有する実装設計の実現を目指し
ている。そこで，本委員会は「EMCモデリング研究会」
「超高速・高周波エレクトロニクス実装研究会」「低ノイズ
実装研究会」の 3研究会を統括し，それら電磁特性に関連
した技術について議論している。また，研究・開発におい
て第一線で活躍している方々を講師に招いた「サマーセミ
ナー」を主催している。これらの他，本学会春季講演大会
の関連セッション，および JPCAショーの JIEP最先端実装
技術シンポジウムの企画・運営に参画している。このよう
に，本委員会は，電磁特性に関わる広い分野の融合を図り
ながら，技術課題や動向調査を共有し，実装領域での研究
推進と新たな技術創出を行い，業界の発展に寄与している
と自負している。
　本稿では，2016年の本委員会の活動とその主な内容を紹
介することで，最近の電磁特性技術に触れることにする。

2. 研究会の活動から

　本委員会が統括しているEMCモデリング研究会（主査：
澁谷　昇／拓殖大学），超高速・高周波エレクトロニクス実
装研究会（主査：井上博文／ NEC），低ノイズ実装研究会
（主査：山下俊紀／サンリツオートメイション）の活動を紹
介する。

2.1	 EMC モデリング研究会

　EMCに関連する基板や配線の構造について，シミュレー
ションによってその特性を調査し，EMCに関する電磁的な
振る舞いを検討している 1)。同時に，シミュレーションの
ためのモデルの作成方法，効率的な計算方法，シミュレー
タによる結果の差異などについても議論している。例年，
年間 6回の研究会を開催しており，参加者は 10名程度であ
る。研究会では，参加者がシミュレーションの結果を持ち
寄り，それらについて議論を行っている。2016年に取り上
げたモデルの例を以下に紹介する。

(1) ツイストペア線のサックアウト問題
　ツイストペア線の伝送特性において，ある周波数で特性
が落ち込む現象（サックアウトと呼ばれる）があり，また
カットオフ特性が存在する場合がある。これらの現象を電
磁界シミュレータで解析し，その原因などを調べた。シ
ミュレーションでこの現象を観測することができ，ツイス
トの回数によって周波数が決まる，などの特性が得られ
た。また，ツイストの組み合わせ，単純化したモデルなど
について検討した。例えば，図 1の等価回路で表わされる
場合では，サックアウトは現れるが，カットオフが生じな
いことが明らかになった。

(2) 無線電力伝送に関するモデル
　無線電力伝送において，図 2に示すようなバス型の中継
コイルを考案し，その構成および効果的な形状について検
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図 1.　ツイストペア線の等価回路モデル例

図 2.　無線電力伝送の中継コイルモデル


